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申請の概要 

日本は超高齢社会を迎え，摂食嚥下障害への対応が求められている．なかでも，舌は摂食嚥下機能において重要な役割を果たし，

舌運動の訓練を行うことで，舌でつぶせる硬さの食品の食塊保持，形成および送り込みを行えるようになる．舌のトレーニング用具

であるペコぱんだ®により，舌の筋力および持久力の訓練が可能となるが，医療従事者が患者にペコぱんだ®を用いて舌背の挙上訓

練を実施するとき，医療従事者が患者の舌の適切な位置にペコぱんだ®を置いているかどうか実際には当の医療従事者にも正確には

分からない．そこで本研究では，どのようにすれば医療従事者が患者の舌の適切な位置にペコぱんだ®を置くことができるようにな

るかについて，基礎的なデータを収集することを目的とする．本研究より，医療従事者が患者の舌の適切な位置にペコぱんだ®を置

くことができるようになるための基礎的データを収集することができれば，今後，ペコぱんだ®を用いた効果的な舌背挙上訓練が可

能になるものと期待される． 


